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	福島市は全国でも有数の果樹の産地である。この豊富な果樹のうち「桃」を食材に誘客を行う。原発事故の風評被害は農産物の出荷量にも及んでいるが、このことは逆に捉えれば、それだけ福島の「食」に関心が高まっているともいえる。
	U１．風評被害を払拭するために
	憶測の風評を払拭するには、やはり消費者に実食してもらい、美味しさを体験していたくことが有効だと考える。
	そこで、土湯温泉旅館内で、茶菓子・ウェルカムフルーツとして旬の桃を出すように旅館業に協力依頼する。屋外では足湯付近に四阿を創り足湯利用者に「旬の桃食べ放題」を体験してもらう。
	U２．地域連携
	観光客への安定的な桃の提供には、安価で新鮮な果樹の調達が求められる。そこで福島市が、果樹農家と観光地である土湯温泉町との間の連携をはかり、福島市内での桃の流通路を構築する。
	U３．学生パワーの活用
	風評払拭には、新しいイメージ作りも欠かせない。福島市内には「桜の聖母短期大学」や「福島明成高等学校」など、食品科学科を持つ学校が幾つかある。これらの学校に桃を使った新しいスイーツ作りを調理研究として、学校教育に取り入れてもらうよう依頼する。
	学生らの作品は、土湯温泉旅館や町内の飲食店で「土湯スイーツ」として採用し、観光客に楽しんでいただく。桃のスイーツメニューは、毎年入れ替わる生徒らによって、年々数を増やしていくことができる。また、「地元学生が作ったスイーツ」という話題を観光客の誘客に活用することができる。
	U４．県外との連携
	地方の「食」に関するイベントは全国各地で行われており、大勢の集客を実現している。
	これらのイベントに積極的に参加し、福島の桃の美味しさと安全性を伝えるため、全国の方と対面販売を行い、「口頭でのコミュニケーション」により風評を払拭していくことができるよう、行政の協力のもと県外販売組織を作り、他県の観光振興施策と関係を構築する。

